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第１回
定例会

新年度予算

安心安全な村づくり
子育て支援の推進

　

第
１
回
議
会
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
任
命
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
が
２
件
、
契
約
１
件
、
補
正
予
算
８
件
、

平
成
31
年
度
当
初
予
算
８
件
が
村
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
陳
情
に
伴
う
発
委
１
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
中
島
村
健
康
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
、

水
道
法
改
正
の
概
要
、
豪
雨
災
害
対
策
な
ど
村
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。一

般
会
計

主
要
施
策

・
総
務
費
…
新
多
目
的
交

通
シ
ス
テ
ム
補
助
、
Ｌ

Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
系
端
末
入
替

業
務
、
証
明
書
コ
ン
ビ

ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
導
入

委
託

・
民
生
費
…
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
理
運
営
委
託
、
輝

ら
フ
ィ
ッ
ト
指
定
管
理

委
託
、
子
ど
も
医
療
費

・
衛
生
費
…
各
種
検
診
経

費
、
予
防
接
種
経
費

・
農
林
水
産
業
費
…
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
、

　

農
業
用
水
路
長
寿
命

化
・
防
災
・
減
災
事

業
関
連
、
農
村
地
域

防
災
・
減
災
事
業
（
新

池
・
大
池
浚
渫
関
連
測

量
・
調
査
）
、
ふ
く
し

ま
森
林
再
生
事
業

・
商
工
費
…
商
工
会
補
助

・
土
木
費
…
道
路
側
溝
堆

積
物
撤
去
・
処
理
支
援

事
業
、
道
路
新
設
改
良

事
業
、
歩
道
整
備
事
業
、

狭
あ
い
道
路
整
備
等
促

進
事
業
、
道
路
舗
装
長

寿
命
化
事
業

・
消
防
費
…
防
災
無
線
設

置
工
事
、
防
犯
灯
設
置

工
事

・
教
育
費
…
吉
子
川
小
北

校
舎
ト
イ
レ
改
修
工
事

他
、
滑
津
小
２
階
ト
イ

レ
改
修
工
事
他
、
中
学

校
体
育
館
屋
根
修
繕
工

事
、
幼
稚
園
遊
具
整
備

工
事
、
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
設
計
費
及
び
旧
幼

稚
園
遊
戯
室
解
体
工
事

土木費
758,039千円
22.0％

民生費
659,676千円
19.1％

教育費
483,597千円
14.0％

総務費
466,385千円
13.5％

農林水産業費
389,546千円
11.3％

衛生費
259,560千円
7.5％

公債費
227,551千円
6.6％

消防費
126,476千円
3.6％

議会費
54,353千円
1.6％

商工費等
25,901千円
0.8％

歳 出

給食センター建設予定地（旧幼稚園遊戯室）



議会だより　R1.53

安心安全な村づくりに 34億5,108万円
　一般会計当初予算額３４億５, １０８万円（前年度比約１３％減）を可決しました。
主な収入は、自主財源額（村税・使用料等）５億５, ２４１万円（前年度比約３％増）、
依存財源（地方交付税、国県支出金等）１９億６, ８０９万円（前年比約１７％減）です。

地方交付税
1,295,564千円

37.6％

繰入金
576,131千円

16.7％

村税
515,230千円 14.9％

国庫支出金
441,242千円 12.8％

県支出金
231,291千円 6.7％

村債
177,347千円 5.1％

その他
130,338千円 3.8％

地方消費税交付金
83,941千円 2.4％歳 入

○会計別当初予算 単位：千円 ％

会 計 別 Ｈ31年度 Ｈ30年度 増減率

一 般 会 計 3,451,084 3,985,778 －13.4 

国 民 健 康
保 険 特 別 563,617 575,557 －2.1 

簡 易 水 道
特 別 195,759 149,090 31.3 

土 地 造 成
事 業 特 別 64,319 50,776 26.7 

農業集落排水
処理事業特別 249,172 325,500 －23.4 

墓 地 会 計
特 別 4,640 4,201 10.4 

介 護 保 険
特 別 458,365 440,439 4.1 

後期高齢者
医 療 特 別 43,473 46,326 －6.2 

合　　　計 5,030,429 5,577,667 －9.8 

狭あい道路整備・二ツ山入江地区

浚渫関連測量調査（新池・大池）
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◇
中
島
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
31
年
７
月
執
行
予
定
の
参
議
院
通
常
選
挙
に
お

い
て
、
国
の
報
酬
等
委
託
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

選
挙
事
務
に
関
す
る
報
酬
額
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
中
島
村
財
政
調
整
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
て
る
額
に
つ
い
て
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
議
結
果　

原
案
可
決

　

繰
越
明
許
費
は
、
農
林
水
産
業
費
の
ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
で
４
６
３
３
万
円
、
土
木
費
の
道
路
側
溝
堆
積
物

撤
去
・
処
理
支
援
事
業
で
６
１
０
０
万
円
で
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
村
税
２
８
９
１
万
円
、
地
方
交

付
税
２
６
０
万
円
、
諸
収
入
２
６
０
万
円
の
増
額
補
正
、

地
方
譲
与
税
１
５
７
万
円
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
２
４

８
万
円
、
国
庫
支
出
金
１
億
７
０
５
万
円
、
県
支
出
金
３

５
５
１
万
円
、
寄
附
金
８
８
４
６
万
円
、
繰
入
金
１
９
４

６
万
円
、
村
債
２
５
９
０
万
円
を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
７
７
９
１
万
円
の
増
額

補
正
を
除
い
て
は
、
民
生
費
２
９
０
８
万
円
、
衛
生
費
４

５
０
９
万
円
、
農
林
水
産
業
費
２
１
７
万
円
、
土
木
費
２

億
４
６
８
万
円
、
消
防
費
２
２
７
万
円
、
教
育
費
３
８
５

１
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

◎
同
意
し
た
人
事

◇
平
成
30
年
度
滑
津
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
機
能

強
化
工
事
請
負
第
２
回
変
更
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

工
事
に
お
い
て
、
機
械
設
備
に
変
更
が
生
じ
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ
り
議
決
を

求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
議
結
果　

原
案
可
決

議
決
さ
れ
た
条
例

議
決
さ
れ
た
請
負
契
約

人
　
事
　
案
　
件

<

敬
称
略>

氏
名　

髙
久　

美
央

　
　
　
　
　
　
（
浦　

原
）

氏
名　

長
田　

信
夫

　
　
　
　
　
　
（
吉　

岡
）

◇
中
島
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

道
路
等
側
溝
堆
積
物
撤
去
・

　
　
　

処
理
支
援
事
業
な
ど

　
　
　
　

１
億
７
３
３
万
円
が
繰
越
明
許

一
般
会
計
補
正
予
算
は
２
億
４
４
５
７
万
円

を
減
額
補
正
し
、
予
算
総
額
を
56
億
５
８
５

０
万
円
と
す
る
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◇
中
島
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
命

○会計別補正予算 単位：千円

会 計 別 補正前の額 補正額 補正後の額

一 般 会 計 5,903,076 －244,570 5,658,506 

国 民 健 康
保 険 特 別 627,508 1,823 629,331 

簡 易 水 道
特 別 144,468 －1,073 143,395 

土 地 造 成
事 業 特 別 50,776 －1,189 49,587 

農業集落排水
処理事業特別 330,365 －3,241 327,124 

墓 地 会 計
特 別 5,094 450 5,544 

介 護 保 険
特 別 489,960 －54,303 435,657 

後期高齢者
医 療 特 別 46,526 －1,611 44,915 

合　　　計 7,597,773 －303,714 7,294,059 

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
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除
染
対
策
事
業
は
、
除
染
廃
棄
物
の
搬
出
が
昨
年
６
月

ま
で
に
完
了
し
、
今
後
は
仮
置
場
の
返
還
に
向
け
た
事
務

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
再
生
事
業
、
道
路
等
側
溝
堆
積
物
処
理
支

援
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

１
月
５
日
に
中
島
村
成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
成
人
54
名

に
成
人
証
書
を
授
与
し
、
成
人
の
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
と
国
際
的
な
視
野
を
持
ち
将
来
の

中
島
村
を
担
う
人
材
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　

特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
７
会
計
中
５
会
計
が
事
業
費

確
定
に
よ
る
減
額
補
正
で
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

県
補
助
金
の
増
額
、
墓
地
特
別
会
計
は
手
数
料
の
増
額
な

ど
歳
入
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意

見
書

・
陳
情
者　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
連
合
会
白

　
　
　
　
　

河
地
区
連
合
会　

議
長　

畠
山
史
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
議
結
果　

採
択

　

２
月
16
日
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い
て
、

輝
ら
里
開
館
10
周
年
記
念
中
島
村
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
林
修
さ
ん
を
迎
え
「
い
つ
や

る
か
？
今
で
し
ょ
！
」
と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
立
ち
見
が
出
る
な
ど
大
勢
の
方
々
に
来
場
し

て
い
た
だ
き
、
大
盛
況
を
博
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
歳
出
に
お
い

て
予
算
額
の
変
更
が
生
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

第
１
回
議
会
臨
時
会
は
、
３
月
28
日
の
１
日
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
３
日
に
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
輝
ら
里
に
お
い

て
、
県
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
四
穂
田
古
墳

出
土
品
の
レ
プ
リ
カ
完
成

披
露
会
が
開
催
さ
れ
、
特

別
説
明
者
と
し
て
県
立
博

物
館
の
学
芸
員
を
お
招
き

し
、
村
民
や
考
古
学
フ
ァ

ン
の
方
々
が
参
加
さ
れ
真

剣
に
説
明
を
聞
き
、
太
古

に
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
し

た
。

除
染
対
策
は
仮
置
場
の

　
　
　
　

返
還
に
向
け
た
事
務
を
進
め
る

新
成
人
54
名
に
成
人
証
書

文
化
講
演
会
で
林
修
さ
ん
の
講
演

四
穂
田
古
墳
出
土
品
レ
プ
リ
カ
完
成
披
露
会

村
長
行
政
報
告

第
１
回 

議
会
臨
時
会

請
願
・
陳
情

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度
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輝らフィットの利用状況は？
村長 １月末登録者数545名

小室辰雄 議員

　

利
用
者
の
皆
様
も
施
設

や
指
導
な
ど
全
体
的
に
満

足
を
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

よ
り
健
康
増
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
施
設
管
理
者
と
共

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
ド
周
辺
に
つ
い

て
は
、
合
成
ゴ
ム
舗
装
を

し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

を
整
備
し
、
夜
間
も
安
全

に
利
用
で
き
る
よ
う
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
の
増
設
を
行
い

ま
す
。
併
せ
て
グ
ラ
ン
ド

西
側
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
を

導
入
し
、
夜
間
利
用
を
可

能
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
に
は
、

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ

と
か
ら
、
整
備
に
お
け
る

財
源
確
保
が
今
後
の
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
す
。
つ

い
て
は
、
現
在
活
用
で
き

る
施
設
に
つ
い
て
継
続
し

て
使
用
し
、
今
後
と
も
村

民
が
集
い
、
健
康
づ
く
り

や
体
力
づ
く
り
の
で
き
る

施
設
と
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　 

大
規
模
改
築
を
し

て
輝
ら
フ
ィ
ッ
ト
と
な
っ

て
間
も
な
く
一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
現

在
ま
で
の
利
用
状
況
、
登

録
者
数
の
詳
細
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　 

改
善
セ
ン
タ
ー
及

び
周
辺
施
設
の
改
修
基
本

計
画
の
進
捗
状
況
及
び
そ

の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

中
島
村
健
康
づ
く
り
交

流
セ
ン
タ
ー
輝
ら
フ
ィ
ッ

ト
は
、
昨
年
７
月
の
開
所

以
来
当
初
の
予
想
を
上
回

る
利
用
者
を
得
る
に
い
た

っ
て
い
ま
す
。

　

本
施
設
は
、
２
つ
の
主

要
事
業
が
あ
り
、
一
つ
と

し
て
、
以
前
か
ら
の
介
護

予
防
、
生
活
習
慣
病
予
防

教
室
が
あ
り
、
現
在
５
教

室
、
76
名
の
教
室
生
を
も

っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
と
し
て
、
健
康
づ

く
り
事
業
と
し
て
は
、
自

ら
の
健
康
維
持
に
努
め
よ

う
と
す
る
利
用
者
の
登
録

者
数
も
１
月
末
現
在
で
５

４
５
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
に
村
の
有

識
者
や
施
設
の
利
用
団

体
の
代
表
者
等
か
ら
な
る

「
中
島
村
教
育
環
境
等
整

備
検
討
委
員
会
」
に
よ
り

改
修
の
基
本
計
画
を
取
り

ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
・
洋
式
庭
園
・

ト
イ
レ
・
倉
庫
等
の
部
分

は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
４

面
の
人
工
芝
コ
ー
ト
に
拡

大
し
、
フ
ッ
ト
サ
ル
等
多

目
的
に
利
用
で
き
る
施
設

と
し
ま
す
。

プ
ー
ル
・
児
童
公
園
の
部

分
は
、
利
用
者
の
憩
い
の

場
と
な
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

や
、
誰
で
も
自
由
に
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
が
で
き
る
多
目
的
広

場
と
し
ま
す
。

村
　
長

教
育
長

▲

健
康
づ
く
り
事
業

改善センター改修計画が進められている洋式庭園

▲

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
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水道法の改正について（値上がりは）？
村長 無制限に値上げすることはできない

小林　均 議員

で
、
台
帳
整
備
や
施
設
の

維
持
修
繕
の
義
務
化
。
４

つ
目
は
、
官
民
連
携
の
推

進
で
、
厚
生
労
働
大
臣
の

許
可
を
受
け
水
道
施
設
に

関
す
る
公
共
施
設
等
運
営

権
を
市
町
村
の
判
断
の
も

と
民
間
事
業
者
に
設
定
で

き
る
。
５
つ
目
は
、
水
道

給
水
装
置
工
事
事
業
者
制

度
改
善
で
、
指
定
の
更
新

制
度
の
導
入
で
す
。

　

本
村
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
延
命
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
維
持
・
修
繕
が
義

務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

計
画
的
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
機
器
の
更
新
時
期

は
具
体
的
に
は
申
し
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
。

　

水
道
料
金
の
値
上
げ
に

つ
い
て
で
す
が
、
仮
に
水

道
施
設
に
関
す
る
公
共
施

設
等
運
営
方
式
を
選
択
し

た
場
合
、
村
が
料
金
の
範

囲
等
を
事
前
に
条
例
で
定

め
る
た
め
、
無
制
限
に
値

上
げ
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
水
源
の
利

用
方
法
な
ど
を
踏
ま
え
、

十
分
な
検
討
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

民
間
運
営
に
つ
い
て
は
十

分
な
議
論
、
検
討
を
重
ね

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

 

水
道
法
改
正
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
人
口
減

少
や
水
道
施
設
の
老
朽
化

等
に
よ
る
水
道
運
営
が
困

難
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

現
在
堀
川
ダ
ム
の
水
を
使

用
し
て
い
る
が
、
緊
急
時

や
、
ダ
ム
か
ら
の
供
給
不

足
が
生
じ
た
場
合
、
村
の

第
３
水
源
を
利
用
し
た
村

独
自
の
運
転
シ
ス
テ
ム
の

影
響
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

た
い
。

　

水
道
法
改
正
の
概
要
で

す
が
、
１
つ
目
は
水
道
基

盤
の
強
化
に
関
す
る
施
策

を
策
定
し
、
推
進
又
は
実

施
す
る
よ
う
努
め
る
。
２

つ
目
は
広
域
連
携
の
推
進

で
施
設
の
効
率
化
・
基
盤

強
化
を
図
る
。
３
つ
目
は

適
切
な
資
産
管
理
の
推
進

が
早
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

官
民
連
携
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
基
盤
強
化
の
一

つ
の
有
効
な
手
段
で
あ
り

市
町
村
の
選
択
肢
と
し
て

民
間
事
業
者
に
設
定
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ

る
公
共
施
設
の
整
備
等
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
市
町
村
が
条
例
で

定
め
、
議
会
の
議
決
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
今
後
政
令
・
省
令
が

示
さ
れ
た
後
に
な
る
た
め

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

村　

長

第３水源（町畑）
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豪雨対策のため、阿武隈川の河川改修は?
村長 河道掘削や雑木の伐採等を要望していく

小松公雄 議員

あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
進

展
が
な
い
状
況
で
す
。

　

福
島
県
で
は
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
を
踏
ま
え
、

新
年
度
か
ら
河
川
合
流
部

等
の
河
道
掘
削
を
実
施
し
、

治
水
対
策
を
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
取
組
み

内
容
と
し
て
は
、
河
道
断

面
を
確
保
す
る
た
め
の
河

道
掘
削
、
支
障
と
な
る
雑

木
の
伐
採
等
を
実
施
す
る

計
画
で
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
河

道
掘
削
、
雑
木
の
伐
採
等

が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所

が
あ
る
の
で
、
早
期
に
実

施
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

災
害
対
策
本
部
の
メ
ン

バ
ー
に
議
会
の
代
表
を
加

え
て
は
と
の
問
い
で
す
が
、

議
会
は
行
政
と
は
別
の
立

場
で
チ
エ
ッ
ク
機
能
を
果

た
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
メ
ン
バ
ー
に

加
わ
る
こ
と
は
馴
染
ま
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

議
会
と
行
政
が
有
事
の

際
、
情
報
伝
達
・
収
集
な

ど
対
応
に
あ
た
る
こ
と
は
、

大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　 

豪
雨
対
策
に
つ
い

て
、
本
村
も
豪
雨
を
想
定

し
阿
武
隈
川
の
改
修
が
必

要
で
は
な
い
か
、
鷹
の
図

周
辺
の
流
れ
を
真
っ
直
ぐ

に
す
る
よ
う
国
、
県
に
は

た
ら
き
か
け
を
し
て
い
く

べ
き
だ
ろ
う
と
思
う
が
村

の
考
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　 

地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
、
災
害
時
の
刻
々

と
変
わ
る
最
新
情
報
や
、

災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
行

動
の
判
断
材
料
と
す
る
た

め
に
も
そ
の
中
の
災
害
対

策
本
部
の
メ
ン
バ
ー
に
議

会
の
代
表
も
加
え
ら
れ
な

い
か
伺
い
た
い
。

　

阿
武
隈
川
の
河
川
改
修

で
す
が
、
本
村
に
お
い
て

も
豪
雨
な
ど
に
よ
り
幾
度

と
な
く
水
害
に
み
ま
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
か
ら
阿
武
隈

川
の
改
修
事
業
が
始
ま
り
、

本
村
流
域
の
80
％
が
改
修

済
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
松
崎
地
内
の
下
流

部
は
、
急
傾
斜
に
よ
り
川

幅
の
狭
い
所
が
あ
り
、
洪

水
被
害
の
誘
発
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
国
、
県
に
継

続
し
て
改
修
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
下
流
側
市

町
村
に
お
い
て
未
整
備
が

　

中
島
村
地
域
防
災
計
画

書
で
は
、
災
害
発
生
、
又

は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
村
長
が
災
害
対

策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
本
部
の
構
成

員
は
、
村
長
を
本
部
長
に

副
村
長
、
教
育
長
が
副
本

部
長
に
、
総
務
課
長
を
は

じ
め
５
つ
の
部
か
ら
構
成

さ
れ
各
課
長
及
び
職
員
が

役
割
分
担
さ
れ
、
役
場
が

ひ
と
つ
の
命
令
系
統
で
行

動
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

村
　
長

村
　
長

阿武隈川（鷹ノ図）

阿武隈川（松﨑地区）
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第６回

防災対策について
平成３０年９月定例会 平成２０年１２月定例会

平成２８年３月定例会

　　大規模な複数災害が発生した場合の対応、防災計
画書やハザードマップの村民周知度、危険個所付近の
住民への豪雨時等の対策は。

　　自主防災組織についてのお考えは。防災計画の見
直しと、計画をもとにした演習を行ったことはあるの
か。

　　大災害時の生活必需品の備蓄がどの位あるのか。
消防団員の不足の対策は。また、代畑地区の排水路の
整備とポンプの設置は。

　　非常時の場合、防災対策本部を設置し消防団を中
心に対応していく。村民へは情報伝達等の措置を講
じていく。ハザードマップは、平成29年度に全戸配
布をしている。危険個所の住民へは、関係課が連携し、
事前に連絡できる体制をとっている。

　　自主防災組織は現在２地区、今後新たな防災組織
等を増やしていくため各地域と連携し検討していく。
また、計画の見直しについても現在進めている。演習
は、実施していない。

　　現在は、毛布・マット、水防用機材等の備蓄があ
る。生活水は、村独自の水源がある。消防団員は確保
されているが、新規加入は年々困難となってきており、
役場のタンク車や常備消防との連携により対応してい
る。水路の整備については、補助事業を活用していき
たい。排水ポンプは、効果があると考えている。

 

中島村土砂災害・洪水ハザードマップ 

避 難 所 一 覧 

 避 難 場 所 
収容 

人員 
附 記 

1 松崎ふれあい 
センター ２０ 一時的 

避難所 

2 小針公民館 
 ２０ 〃 

3 岡ノ内公民館 
 ２０ 〃 

4 元村コミュニティ 
センター ２０ 〃 

5 浦原公民館 
 ２０ 〃 

6 二子塚ふれあい 
センター ２０ 〃 

7 原山集会所 
 １５ 〃 

8 川原田ふれあい 
センター ２０ 〃 

9 町畑公民館 
 １５ 〃 

10 迎久保公民館 
 １５ 〃 

11 大泉坊ふれあい 
センター ２０ 〃 

12 滑津小学校 
 ２２０ 代畑集落 

滑津地区 

13 中島中学校 
 ４２０ 滑津地区 

14 吉子川小学校 
 ２２０ 吉子川地区 

15 中島幼稚園 
 １２０ 滑津地区 

16 中島保育所 
 １２０ 滑津地区 

17 生涯学センター 
輝ら里 ２５０ 吉子川地区 

18 総合福祉センター 
 １００ 災害時 

要援護者 

19 中島体育センター 
 ３２０ 吉子川地区 

 

凡  例 
 

浸水した場合に想定される水深

（ランク別） 
 
     0.5ｍ未満の区域  
         
     0.5～1.0ｍ未満の区域 
          
     1.0～2.0ｍ未満の区域 
 
     2.0～5.0ｍ未満の区域 

①  

② 

⑧ ④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

③ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

土砂災害危険個所一覧 

 
 土砂災害危険箇所とは、集中豪雨などで地盤がゆるみ、がけ崩れや山崩れが

発生するおそれがあるところです。本村では、代畑地区、松崎地区が危険箇所

として指定されています。日頃から危険箇所を確認し、災害に備えましょう。 

 がけ崩れは、水分が地中にしみ込んで土砂が崩れる現象です。次の点に注意

してください。 

１ 斜面から濁った水が湧いてくる。 

２ 斜面がはらみ割れ目が見える。 

３ がけから音がして、異様なにおいがする。 

番号 警戒すべき区間・箇所 被害想定戸数及び避難所 

⑧ 大字滑津字代畑 地内 ７戸：滑津小学校 

⑨ 大字松崎字上井 地内 １戸：松崎ふれあいセンター 

⑩ 大字松崎字善棚 地内 3 戸：松崎ふれあいセンター 

⑪ 大字松崎字松美 地内 1 戸：松崎ふれあいセンター 

 

阿武隈川水系浸水想定区域 

 

  この浸水想定区域は、洪水防御に関する計画の基本となる降雨である概ね５

０年に１回程度起きる大雨が降ったことにより阿武隈川が氾濫した場合に想定さ

れる浸水状況を示したものです。また、想定を超えた雨量、ため池等の氾濫等は

考慮していませんので、この浸水想定区域に指定されていない区域においても浸

水が発生する場合や想定以上の水深になる場合もあります。 

番号 警戒すべき区間・箇所 被害想定家屋及び避難所 

①  大字中島字天神前地内  

②  大字中島字満作山地内  

③  大字松崎字中井  地内 床上浸水１戸：松崎ふれあいセンター 

④  大字松崎字向河原地内  

⑤  大字松崎字西川  地内  

⑥  大字松崎字鷹ノ図 地内  

⑦  大字松崎字沼和久地内  

1 2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 
19 

18 滑津小学校 

松崎ふれあいセンター 

阿武隈川における 

避基準水位 

 

観測所名 滑津 

水防団 

待機水位 
2.20ｍ 

氾濫 

注意水位 
2.80ｍ 

避難 

判断水位 
3.00ｍ 

氾濫 

危険水位 
3.50ｍ 

ま と め 　近年自然災害が多発しています。大地震、集中豪雨、巨大台風、これらの危機管理としての防災
業務はとても重要です。
　村としての備蓄品は十分なのか。水害時のポンプ等の手配は確実なのか、色々あります。
　また、地域の防災組織の役割も大事です。まずは平時の備えが必要です。自助は防災の根源です。
次に自助で被害を軽減した人が、地域の人を助ける共助です。
これらを念頭に災害に備えましょう。



（７回目／全10回）

鈴
す ず き

木　和
かずひろ

宏　さん
農業　44歳　小針

第１回テーマ

「18歳選挙権」

　１テーマ４回掲載として10代～50代の村民の皆
様から意見をいただいておりましたが、No130号か
ら60代以降の方々からも意見をいただくことになり、
１テーマ10回掲載となりました。

議　会　の　う　ご　き

２月 20日 ・福島県町村議会議長会定期総会（福島市）

22日
・白河地方広域市町村圏整備組合議会定例会
　（白河市）
・議会運営委員会

３月４日～1５日 ・第１回議会定例会

13日 ・中学校卒業式

16日 ・保育所修了式

18日 ・幼稚園卒園式

22日 ・小学校卒業式

28日 ・第１回議会臨時会

４月 ２日 ・保育所入所式

７日 ・全村一斉クリーンアップ事業

７日 ・市町村長・市町村議会議長合同新年会（西郷村）

８日 ・小・中学校入学式

10日 ・幼稚園入園式

17日 ・西白河地方町村議会議長定例会（白河市）

21日 ・県消防協会白河支部春季連合検閲（白河市）

第１回テーマは、「18歳選挙権」です。
　村民の方々に聞いてみました。

１　18歳選挙をあなたはどう思いますか。

　より良い社会を造るために、投票行動をする
という事は、立派な社会貢献です。若い世代の
声がより多く政治に反映される「１８歳選挙
権」をきっかけとして、これからの社会がどう
あるべきか皆で真剣に考える良い機会になると
思います。

２　村、議会に期待することを教えてください。

　農業の後継者不足が深刻な状況になって久し
いですが、現在は新規就農者に対する支援事業
のみとなっております。
　現在の主な担い手である団塊の世代が、リタ
イヤを迫られる10年度を見据え、村独自に（県
に歩調を合わせることなく）農業後継者育成や、
支援事業を行う必要があると思います。

２　自分の将来の夢・目標をお聞かせください。

　この緑豊かな中島村で、一農業者として、農
業の魅力を若い世代に伝えて行きたいです。
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